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まとめ)
1)糖鎖の立体構造は､糖脂質/水系の構造や物性を大きく変える｡例えば､マルトオリゴ糖鎖とセロオ
リゴ糖鎖は相構造や物性に全く正反対の寄与をする｡これは､マルトオリゴ糖鎖が'thelicalM型のコンホ
メーションを､セロオリゴ糖鎖が‖extendedl-型のコンホメーションをとるためである｡
2)MalN(C12)Z単分子膜のspontaleOuSCurVatureは､Nが増加するにつれ､正の方向に変化する.
一方､セロオリゴ糖鎖は､Nの増加が断面積に変化を及ぼさず､アルキル鎖の断面積とほぼ同じ0.4mm2
程度の値をとるため､spontaneouscurvatureは常に1に近い.
3)マルトオリゴ糖鎖は脂質の親水性/疎水性のバランスを変えるのに有効な親水部である｡鎖長Nを選
択すれば､HI相からHI相 (ミセル)まで相構造を制御することが可能である｡
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